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平成 23 年 5月 13 日 

各      位 

会 社 名  株式会社ヴィア・ホールディングス 

代表者名  代表取締役社長 大場 典彦 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード 7918） 

問合せ先  

役職・氏名 取締役 今井 将和 

電話    03－5155－6801 

連結子会社の異動及び特別利益の発生に関するお知らせ 

当社は、平成 23 年 5 月 13 日開催の取締役会において、Integrity TAaBO Fund 1 投資事業有限責任組合（以

下「ＩＴＦ１組合」といいます。）が持つ当社連結子会社である株式会社ＮＢＫ（以下「ＮＢＫ」といいます。）

の優先株式の普通株式への転換日について決議いたしました。このことにより、当該転換日をもってＮＢＫが当

社連結子会社ではなくなります。また、当社が保有するＮＢＫ普通株式 100 株についても、ＮＢＫに譲渡するこ

ととなりました。このことにより特別利益が発生することとなりましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．異動の理由 

当社とＮＢＫ及びＩＴＦ１組合の無限責任組合員たるインテグリティ・パートナーズ合同会社（以下「ＩＰ」

といいます。）は、出資契約兼株主間契約（以下「株主間契約」といいます。※注記）を締結しておりました。

今回のＮＢＫ優先株式の普通株式への転換は株主間契約の手続きに従い、当社とＮＢＫ及びＩＰが合意し実行す

るものです。本株主間契約におけるスキームは、株式交換や株式取得などにより転換後のＩＴＦ１保有のＮＢＫ

普通株式を当社が取得することも検討が可能なスキームとなっておりましたが、後記３（９）記載のＮＢＫの事

業状況等を総合的に勘案し、転換後のＩＴＦ１組合のＮＢＫ普通株式（転換後の同組合議決権比率は 96％）の

取得を行なわないことといたしました。以上の状況を踏まえ、合わせて当社が保有しているＮＢＫ普通株式 100

株（転換後の当社議決権比率は 4％）についてもＩＰ及びＮＢＫとの協議によりＮＢＫに譲渡することといたし

ました。このことにより、当社は株主間契約における権利義務について解消されることとなります。 

 

※ 注記：既に公表しておりますとおり、平成 20 年２月７日に、ＮＢＫ及び当社とＩＰとは、ＮＢＫがセラヴィリゾート株式会社との間

で事業譲渡契約を締結するための資金調達を目的として、発行総額枠 24 億円（発行株式数枠 2,400 株）のＮＢＫに対する「議決権の

ない優先株式による第三者割当増資」の基本条件等について協定しました。これに従いＮＢＫはＩＴＦ１組合を割当先として、下記内

容による「議決権のない優先株式による第三者割当増資」を行い、24 億円の資金を調達しておりました。 

① 発行した優先株式数 2,400 株 

② 発行価額 １株につき 1,000,000 円 

③ 発行価額の総額 2,400 百万円 

④ 割当先 Integrity TAaBO Fund 1 投資事業有限責任組合 

⑤ 資金の使途 北の家族等事業の譲受資金 

⑥ 増資後の当社持株比率 100% 

⑦ 優先株式から普通株式への転換請求 最初の払込日である平成 20 年 2 月 13 日から３年を経過した日以降に転換請求する権利が発

生し、その後払込日から 10 年以内に請求することができる。 

⑧ 転換条件 優先株式１株につき、普通株式１株 
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２．異動の方法 

 当社とＮＢＫ及びＩＰとの合意に基づくＮＢＫ優先株式の普通株式への転換に基づいて、ＮＢＫがＩＴＦ１組

合の優先株式2400株を取得することと引き換えにＮＢＫが普通株式2400株をＩＴＦ１組合に発行することによ

り、ＮＢＫにおける当社の議決権比率が 4％、ＩＴＦ１組合の議決権比率が 96％となり、ＮＢＫは当社の連結子

会社ではなくなることとなります。合わせて、当社が保有しているＮＢＫ普通株式 100 株についてもＩＰ及びＮ

ＢＫとの協議により、ＮＢＫに譲渡することといたしましたので、譲渡後のＮＢＫにおける当社の議決権比率は

0％となります。 

 

３．異動する子会社（株式会社ＮＢＫ）の概要 

（１） 商 号 株式会社ＮＢＫ 

（２） 本 店 所 在 地 東京都文京区関口一丁目 43 番 5 号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 三浦 英哉 

（４） 事 業 内 容 和食居酒屋「北の家族」及びエンターテイメントレストラン等の運営 

（５） 資 本 金 の 額 100 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 平成 18 年 1月 10 日 

（７） 大株主及び持株比率 株式会社ヴィア・ホールディングス     100.0％ 

（８） 
上場会社と当該会社と

の 関 係 等 

資 本 関 係
当社は、ＮＢＫの発行済株式総数の 100.0％の株式を保

有しております。 

人 的 関 係
当社は、平成 18 年 6月 28 日より、取締役 1名・監査役

１名を派遣しております。 

取 引 関 係
当社は、ＮＢＫに対してグループ経営の実費として経営

システム料を徴収しております。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況
該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態              （単位：千円） 

 平成 20 年３月期 平成 21 年３月期 平成 22 年３月期 

純 資 産 1,858,994 2,975,241 2,837,448

総 資 産 4,278,538 4,373,926 4,464,628

１ 株 当 た り 純 資 産 （ 円 ） 927,850 3,778,182 28,374,488

売 上 高 1,459,625 10,285,132 8,539,060

営 業 利 益 27,237 510,784 12,408

経 常 利 益 22,171 548,280 40,032

当 期 純 利 益 △133,929 286,246 △137,792

１株当たり当期純利益（円） △66,846 363,496 △1,377,918

１ 株 当 た り 配 当 金 （ 円 ） － － －

 

４．株式取得の相手先の概要 

（１） 名 称 Integrity TAaBO Fund 1 投資事業有限責任組合 

（２） 所 在 地 東京都千代田区三番町 7番地 14 

（３） 設 立 根 拠 等 投資事業有限責任組合契約に関する法律 

（４） 
出資者・出資比率・出資

者 の 概 要 
組合契約に基づき非開示 

（５） 

業 務 執 行 組 合 員 

（General Partner） 

の 概 要 

名 称 インテグリティ･パートナーズ合同会社 

所 在 地 東京都千代田区三番町 7番地 14 

代表者の役職・氏名 代表社員 秋葉 正範 
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事 業 内 容 投資業 

（６） 国 内 代 理 人 の 概 要 

名 称 

該当事項はありません。 
所 在 地 

代表者の役職・氏名

事 業 内 容 

（７） 当 社 と の 関 係 等 

上 場 会 社

（役員・役員関係

者・大株主を含

む。）と当該ファン

ド の 関 係

当該ファンドはＮＢＫに対して議決権のない優

先株式により出資しております。なお、当社との

人的関係はありません。 

上 場 会 社 と

業 務 執 行

組 合 員 の 関 係

ＮＢＫと業務執行組合員との間で平成 20 年 4 月

から平成 25 年 3 月までのアドバイザリー契約書

を締結しております。当社とＮＢＫ並びに業務執

行組合員の 3 者間で出資契約書兼株主間契約書

を締結しております。また、当社と R＆C 並びに

業務執行組合員の 3 者間で出資契約書兼株主間

契約書を締結しております。 

上場会社と国内代

理人との間の関係
該当事項はありません。 

 

５．取得株式数、取得価額および取得前後の所有株式の状況 

(１)異動前の所有株式数 

100 株 

（議決権の数：100 個） 

（所 有 割 合：100.0％） 

(２)新規発行株式数 

2,400 株 

（議決権の数：2,400 個） 

（発行済株式数に対する割合：96.0%） 

（株主間契約に基づく優先株式 2,400 株取得との引き換えによる発行） 

(３)異動後の所有株式数 

100 株 

（議決権の数：100 個）（所 有 割 合：4.0％） 

（ただし、平成 23 年 5月 16 日をもってＮＢＫに全株の 100 株を 100 百万円に

て譲渡予定） 

 

６．日程 

転換日決定のための取締役会決議 平成 23 年 5月 13 日 

普通株式への転換にともなう異動日 平成 23 年５月 14 日（予定） 

当社保有の全株式 100 株の譲渡日 平成 23 年５月 16 日（予定） 

 

７．今後の見通し  

本日 5月 13 日開示の当社決算短信のとおり、ＮＢＫの連結離脱にともない、持分変動益等による特別利益 606

百万円を計上予定です。またＮＢＫの連結離脱により、売上高及び少数株主持分が減少するものの営業利益をは

じめとする利益面においては、当社連結の経常的な収益状況も向上する見込みです。当社連結業績の今期予想に

ついては、本日発表の平成 23 年 3 月期決算短信に記載の 24年 3 月期の連結業績予想をご参照ください。 

※持分変動損益とは、連結子会社に対する親会社の持株比率が減少した場合の、親会社持分の変動により生じた

差額をいいます。 

以  上 


